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ご来訪者紹介　秋葉吉秋ガバナー補佐

　　　　　　　麻生正視ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐幹事

クラブ奉仕委員会による

　　　　　　　新年度活動計画の発表

ガバナー補佐挨拶

①週報受領クラブ

・多古ＲＣ

②回覧

・ロータリーとは　　・ロータリーの豆知識

・新会員のための情報キット

幹事報告

　秋葉吉秋ガバナー補佐、麻

生正視ガバナー補佐幹事よう

こそいらっしゃいました。

　本日は、齋藤逸朗の朗に関

する明朗についてお話をさせ

て頂きます。

　人は誰でも明るく楽しく生活したいと願っていま

す。それでも明るくなれない事も多くあります。雲

一つない晴れた日には心地よく明るい気分になりま

すが、曇りや雨の日は空がどんよりしている様に心

も沈みがちです。この様に人の心は環境に左右され

やすいものですが、心の持ち方次第で明るくも暗く

もなれるのです。

　「憂え心があると物事が思うようにいかない」と

はよく言われることです。ゴルフのプレイでよく感

じますが、思わぬ事態にあったとしても、それ以上

の状況を心配して心を乱さないようにする。目の前

の問題を朗らかにサッと処理する明るさが大切で

す。

　一日を楽しく過ごすために、まず明るい心を育む

ことから始めてみましょう。第一に挨拶の実践で

す。普段より一歩積極的に自分から進んでするので

す。太陽のような明るい挨拶を「真心」を込めて行

会長挨拶

国際ロータリー第２７９０地区

第６分区ガバナー補佐

　　　　秋葉　吉秋  様

　ご挨拶申し上げます。２００７～‘０８年度のガ

バナー補佐を務めさせていただきます茂原東ロータ

リークラブの秋葉吉秋と申します。もとより若輩に

して浅学非才ですが、９クラブの皆様のご推輓を賜

りながら、この１年を進めて行く所存です。宜しく

お願い致します。

　本年度のＷ.Ｊ.ウイルキンソンＲＩ会長のテーマ

は　ＲＯＴＡＲＹ　ＳＨＡＲＥＳ。

　邦訳は「ロータリーは分かち合いの心」です。こ

のＳＨＡＲＥＳには心だけにとどまらず、ロータリ

アン同士なんでも分かち合おうと言う意味も込めら

れていると考えます。

　ご案内の如く、第２７９０地区は石井ガバナー年

度のメンバー数を最大として、その後の１０００人

余りの減少を受け、現在は３０００人を切る状態に

あります。

　また、白鳥ガバナーは第２７９０地区では前例の

ない２期目をむかえられています。我々は未曾有の

状況にあると言えます。この様な環境をＳＨＡＲＥ

し（分かち合い）向かい風こそ、逆に好機ととら

え、新たな活力を生み出すことを目指していきたい

と考えます。

　第６分区のロータリアンの皆様のご理解とご協力

を宜しくお願い申し上げます。

（茂原東RC）

いましょう。私も名前のとおりとびぬけて明朗に、
まず挨拶から始めます。皆さんにもお勧め致します。



四大奉仕委員長の今年度方針発表Ⅰ

＜クラブ奉仕委員会委員長　冨一美＞

【活動方針】

　ウィルフリッド J. ウィルキンソンRI会長は、

「ロータリーは分かち合いの心」を2007－2008年度

のテーマに掲げられました。

今年度は、齋藤逸朗会長の下、「ロータリーは分か

ち合いの心」の実践に出来うる限りの時間とエネル

ギーを費やしていく所存です。

　2007-08年度のテーマには、二つの意味があり、

一つは、ロータリーは分かちあうということ、もう

一つは、私たち皆がロータリーを分かち合うという

ことです。

　そこで、当クラブに急務なのは、私たち皆がロー

タリーを分かち合う為の新会員の入会です。

新会員なくして、ほかを語るわけにはまいりませ

ん。

　今年度は、ともにロータリーの発展に対する責務

を分かち合い、当クラブをより充実した存続力あふ

れる存在にしていく為にも、特に新会員の入会を積

極的に推進致します。

【計画】

１．当クラブのすべてのロータリアンが自己研鑽の

　自覚を持って、公式非公式の会合を含むクラブの

　諸活動に積極的に参加するよう、一人一人に呼び

　かけます。

２．会員勧誘計画を策定、実施し、会員増強目標

　（純増１名）達成に努めます。

３．新会員に対し説明指導プログラムを実施し、退

　会防止に努めます。

４．所属する各小委員会並びに関係する委員会との

　連絡・調整を密に行い、非公式な会合等の開催を

　奨励し、委員会活動の活性化に努めます。又、こ

　れらを監督し、各小委員会を代表して理事会に対

　して責任を持ちます。

５．ホームページでの情報掲載を含め、インター

　ネットによる情報発信に努めます。

６．必要に応じて理事会に対し、当クラブに適した

　クラブ・リーダーシップ・プラン（ＣＬＰ）の導

　入検討を提案いたします。

７．ロータリー家族の皆さんにも参加を呼びかけ、

　一体化を図れるよう努めます。

活動計画補助

１．現在休みがちな会員さんに対しては、特に積極

　的に参加を呼びかけます。

２． と３．

　　先日、わたくしクラブ奉仕委員長として東京赤

　羽にございます国際ロータリー日本事務局に訪問

　いたしまして、色々と指導をいただきながら会員

　勧誘計画策定資料並びに新入会員オリエンテー

　ション資料、さらにはDVD、テープ等を購入して

　まいりました。

　　まずはじめに会員増強委員長に代わりましてご

　説明させていただきますけれども、会員勧誘計画

　につきましては、増強委員会と協力して順次策定

　し、会員の皆さんには出来次第お配りするととも

　にご説明させていただきます。

　　また、新会員のためのオリエンテーションにつ

　きましては退会防止を含めまして、大変重要でご

　ざいますので、ロータリー情報委員会・会員増強

　委員会・プログラム委員会と協力して適時開催を

　立てたいと思います。

　　そして、オリエンテーションの一環としてビデ

　オ鑑賞がございます。

　　前回の初例会に続きまして本日も例会前の３０

　分間ロータリーに関するビデオを流させていただ

　いておりますが、まさしくこれはオリエンテー

　ション用のビデオでございまして、国際ロータ

　リーが会員候補者並びに新会員向けに構成された

　説明会の一部として使用するためのビデオでござ

　います。

　　どうか新会員のみならず、古参会員さんにおか

　れましてもロータリーの奉仕の心を深めるために

　もご覧になっていただきたいと思います。

４．ここにも申し上げておりますとおり、これらの

　非公式会合等につきましては、これの開催を奨励

　して、場合によっては委員会を超えて新入会員さ

　んや昼間仕事が忙しくて欠席の多い会員さんなど

　に積極的に参加を促します。又、理事会に進言し

　て規模や内容等に応じて欠席補助としてメイキャ

　ップ扱いにしていただこうと思います。

５．すでに前年度から横芝ロータリークラブとして

　インターネット上にホームページを立ち上げて必

　要な情報を掲載しておりますが、さらに広報委員

　会と協力して内容を充実していきたいと思いま

　す。

　　又、地域社会にロータリー活動を知っていただ

　くのもこれからのロータリーにとって大変重要で

　はないかと思いますので、インターネットとは別

　に、齋藤会長に協力していただき、自らの職業で

　ある新聞店という生業を生かしていただき、チラ

　シの一部にロータリー活動の一旦などを掲載して

　いただくことも相談中であります。



第6分区秋葉吉秋ガバナー補佐

　　　　　　…（来訪記念として）

冨一美君　　…（ガバナー補佐･ガバナー補佐幹事

　　　　　　　　ご来訪記念）

小沼孟君・川島ｭ[君・青柳誠君・野瀬清君・

伊藤迪彦君・越川博光君・越川忠君・向後雅生君・

野島暉通君・内田裕雄君

　　　　　　…（パスト会長の名刺を頂いたので）

齋藤逸朗君・石田喜一君・行木英夫君・青柳誠君・

小林定雄君　…（ブレザーが出来たので）

本日計 　 32,000円

累　計 　 70,000円

ニコニコボックス

例会日 会員数 出席

7月9日 37 30

MU ％

7 100.0

出席報告

６．このCLP（クラブ・リーダーシップ・プラン）

　につきましては、すでに前年度理事会におきまし

　て、CLP検討委員会設置が承認されております。

　これはあくまでも委員会構成とは別枠でおくこと

　になっております。

　　先般、今年度CLP導入を実施される成田ロータ

　リークラブさんに菅井直前ガバナー補佐を始めと

　して、内田パスト会長を含め数名でメイキャップ

　させていただき、例会終了後お時間を取っていた

　だき、およそ１時間以上にわたり色々と導入に

　至った経緯、問題点や注意すべき点等の説明を受

　けてまいりました。

　　結論から申しますと、導入に至っては一朝一夕

　（いっちょういっせき）という訳にはいかず、

　2005年12月２日に設楽・秋葉体制の承認をうけて

　以来、約１年半をかけて数回の意見交換や15回に

　わたるCLP委員会を開催されたそうです。

　　このCLPの目的は、それぞれのロータリークラ

　ブがそのニーズに適合しているかどうか十分時間

　を掛けて試行的に実施することにより、ロータ

　リークラブを強くすることにあります。

　　2004年11月会合において、RI理事会はクラブ・

　リーダーシップ・プランをロータリー・クラブの

　ための推奨管理構成として承認し、現在に至って

　はRI理事会の方針として、ロータリーの（最初

　の）100年間でロータリーによって開発された効

　果的なロータリークラブの最も良いやり方を反映

　しているものであり、すべてのクラブはプランに

　ついて熟慮し、クラブを改善するこのプランを検

　討・採用するべきとしております。

　　又、続投になりました白鳥ガバナーにおきまし

　ても、ガバナー日記の中で、成田RCをモデルとし

　て地区内外クラブにCLP採用がりょうかの火の如

　く広がることを望むと書いてありました。

　　当クラブにおきましても、CLP導入検討にあた

　りまして、これから必要に応じて秋葉ガバナー補

　佐にご支援を頂きたいと願っておりますので宜し

　くお願いいたします。

７．本年度のRI会長さんが提唱している「ロータ

　リー家族」とは、ロータリアンとその家族ばかり

　でなく、ローターアクター、インターアクター、

　青少年交換学生、ロータリアンの遺族の方々、そ

　してロータリーの目標と理念を掲げて私たちと共

　同で活動して下さる方々も皆、このファミリーの

　一員としております。

　　ロータリーに家族を参加させるための案は色々

　有るのですが、指し当たって当クラブにおきまし

　ては、さまざまなクラブ奉仕活動及び社会奉仕活

　動に参加するよう会員家族を招待いたします。

☆ 欠席をしたらメイクアップをしましょう ★

横芝光町観光協会より




